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地
域
と
し
て
出
展
し
た
、台
湾
、ス
リ

ラ
ン
カ
の
グ
ル
ー
プ
展
示
も
今
年
の
ハ
イ

ラ
イ
ト
。今
年
台
湾
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
協
会

も
リ
ー
ド
的
立
場
に
な
っ
て
、台
湾
の

1
6
0
社
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
企
業
を
組
織

し
て
、強
大
な
グ
ル
ー
プ
を
形
成
、出
展

し
た
。展
示
期
間
中
に
は
、独
特
な
デ
ザ

イ
ン
の
翡
翠
及
び
半
貴
石
の
宝
飾
品
も

展
示
さ
れ
た
注
目
さ
れ
た
。

　
李
鳴
さ
ん
は
、「
中
国
で
は
、良
質
な
カ

ラ
ー
宝
石
へ
の
投
資
や
収
蔵
に
多
く
の

企
業
が
か
か
わ
っ
て
い
る
為
、価
格
も

年
々
上
昇
し
て
い
ま
す
。上
海
の
宝
石
関

係
者
も〝
今
後
の
カ
ラ
ー
ス
ト
ー
ン
の
見

通
し
は
非
常
に
明
る
い
〞と
の
見
解
を
述

べ
て
い
る
よ
う
に
、上
海
の
カ
ラ
ー
ス

ト
ー
ン
の
将
来
に
大
き
な
期
待
を
寄
せ

て
い
ま
す
。た
だ
、中
国
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
加

工
基
地
で
あ
る
広
東
、し
ん
せ
ん
、番
禺
、

花
都
の
加
工
メ
ー
カ
ー
の
危
機
感
も
現

存
し
て
い
ま
す
。そ
れ
は
、設
備
の
老
化

や
2
Ｄ
平
面
設
計
の
立
ち
遅
れ
、欧
米

海
外
オ
ー
ダ
ー
数
の
激
減
、中
国
国
内

の
消
費
者
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
加
工
に
対
す
る

高
品
質
、高
技
術
へ
の
要
求
に
3
Ｄ
設
計

人
材
の
育
成
問
題
な
ど
、新
設
備
の
投

資
に
関
わ
る
資
金
面
や
コ
ス
ト
問
題
な

ど
、加
工
メ
ー
カ
ー
と
し
て
の
深
刻
問
題

を
抱
え
て
い
る
」と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
る
。

中国各地の有名ブランドが、価値を競い合う
『上海国際ジュエリーフェア』
　中国ジュエリー協会と国家土地資源ジュエリー管理部
などが主催した『上海国際ジュエリーフェア』が5月10日か
ら13日まで上海万博展覧館で開催され、多くの来場者で
賑わった。このイベントは、アジア22の国と地域から1,000
社の出展社が参加、華東エリアなどアジア全域では重要な
フェアとして注目されている。
　現在、中国は世界第2位の経済大国になり、ダイヤモンド

の世界第4位の消費国、世界最大のヒスイ、玉器、真珠宝飾
品類の消費量は大きいなシエアを占めている。
　展示スぺースも42,000平方メートルで消費者とジュエ
リー小売店は、この機会に国際ジュエリー企業と直接交流
でき、ビジネスを開拓する絶好のチャンスでもある。並び
に、上海のジュエリー愛好者にとって見逃すことの出来な
いイベントといえそうだ。

『上海国際ジュエリーフェア』のオープニング

中
国
・
上
海
・
香
港
の
知
名
ブ
ラ

ン
ド
企
業
の
ジ
ュ
エ
リ
ー
を
一
堂

に
集
め
、そ
の
価
値
を
競
い
合
う

最
高
級
ル
ビ
ー
を
持
っ
て
い

る
会
社
の
収
蔵
品
の
展
示
も

あ
っ
た

加
工
メ
ー
カ
ー
の
危
機
感
も
現
存

各種稀少性の高いカラー宝石が産出されるス
リランカからは、3年連続で１４社のグループ
が出展、スリランカの宝石の魅力を見せつけた

【李鳴さんの
 プロフィール】
現在上海市内に在
住している李鳴さん

は、1993年から東京の日本語専門
学校に留学経験を持ち、上海に戻っ
て貿易関連の仕事に従事。32 歳の
頃から宝石と骨董品に興味を持ち、
現在は翡翠や半貴石のトルマリンの
ルースビジネスに従事している。

ア
ジ
ア
22
の
国
と
地
域
か
ら

1
0
0
0
社
が
出
展


